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令和８年度第２回東大和市社会教育委員会議要録 

 

     

１ 会議日時 

令和８年５月１９日（火）午前１０時から正午まで 

 

２ 会議場所 

中央公民館視聴覚室           

 

３ 出席者 

（１） 社会教育委員（５名） 

池田議長、半田副議長、杉本委員、橋本委員、杉内委員 

（２） 事務局（３名） 

岡田教育長、島田生涯学習課長、荻沢生涯学習課主事 

 

４ 欠席者（２名） 

  中屋委員、藤井委員 

 

５ 会議の公開・非公開 

  公開 

 

６ 傍聴者 

  １名 

 

７ 議題  

（１）議長・副議長の選任について 

（２）令和８年度東大和市社会教育関係団体連合体に対する補助金の交付に伴う諮問書の

受領及びその審議 

（３）令和８年度社会教育関係予算の説明について 

（４）その他 

 

８ 会議資料 

資料１：東大和市社会教育委員名簿 

資料２：令和８年度東大和市社会教育関係団体連合体に対する補助金の交付について

（諮問）及び付属資料 

資料３：令和８年度社会教育関係予算資料 

資料４：令和８年度社会教育委員会議日程 

資料５：第２回東大和市公共施設再配置計画策定懇談会資料 

 

９ 委嘱状交付 

  教育長から社会教育委員へ委嘱状が交付された。 
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１０ 議事内容  

（１） 議長・副議長の選任について 

 ・事務局 

  議長・副議長の選任について説明した。 

 ・委員 

  青少年育成をはじめとする教育関係の活動に、長年携わってこられた池田委員を議長

に、また学校教育に長年携わってこられた半田委員を副議長に推薦する。 

  

  出席者全員の承認が得られたため、池田委員を議長、半田委員を副議長に選任した。 

 

（２） 令和８年度東大和市社会教育関係団体連合体に対する補助金の交付に伴う諮問書

の受領及びその審議 

・事務局 

  議長へ令和８年度東大和市社会教育関係団体連合体に対する補助金の交付に伴う諮問

書を交付し、諮問の具体的内容について説明した。 

 ・議長 

  市の財政が厳しい中、例年通りの予算措置がなされている。スポーツ協会・文化協会

はこの補助金を申請されているが何かあるか。 

 ・委員 

  スポーツ協会は今年度から加盟団体が３団体増加した。 

 ・議長 

  社会教育関係団体連合体として、毎年同じ団体が申し込んでいる。令和６年度からは

団体数が１団体減少しているが、その分の補助金を他団体に振り分けているのか。また、

申請額について団体が集まって話し合いなどを行っているのか。 

 ・事務局 

  減少した団体分の補助金を他団体に振り分けることはしていない。団体から申請のあ

った金額を審議して交付している。また、申請額について、特に団体同士が集まっての

話し合いは行っていない。 

 ・議長 

  昨年度と全体の補助金総額は変わっていないのか。 

 ・事務局 

  昨年度から補助金の総額は変わっていない。 

 ・委員 

  スポーツ協会にはどういう団体が新たに加盟したのか。 

 ・委員 

  グラウンドゴルフ協会、フライングディスク協会、バスケットボール連盟の３団体が

加盟した。会員を増やすために、ふれあいスポーツフェスティバルという団体の活動を

PRするイベントを毎年実施している。 
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 ・議長 

  スポーツ協会に所属するメリットは何か。 

 ・委員 

  市から補助金をもらっているので、予算の援助ができる。また、市民大会等を実施す

る際に、市民体育館等の市の体育施設の予約を優先的に確保でき、減免制度もある。そ

の代わりに、市のイベントへのボランティアでの参加や、各団体から理事を派遣してい

ただき、毎月理事会に出席してもらう必要がある。 

 ・委員 

  文化協会も同じである。文化協会の祭典というイベントを毎年実施しており、加盟団

体が参加できる。また、市の文化団体の代表として、姉妹都市の喜多方市との交流は毎

年続けている。最近は、喜多方市だけでなく、近隣市との交流も行っている。理事にな

って、理事会に出席いただくことを負担に感じている団体が多く、加盟団体がなかなか

増加していない。 

 ・議長 

  新規の連合体に向けての、補助金の案内は市報等で行っているのか。 

 ・事務局 

  市報等での案内は行っていない。 

 ・議長 

  社会教育関係団体として認められれば、補助金の交付対象になるという認識で大丈夫

か。また、その申請先は生涯学習課で良いか。 

 ・事務局 

  社会教育関係団体の連合体として認められれば交付対象になる。申請先は生涯学習課

である。 

 ・委員 

  スポーツ協会の新規団体の募集は、市民体育館の掲示板に掲載している。 

 ・事務局 

  新たな団体への広報については、事務局でも検討していきたい。 

 ・議長 

  市内には連合体を作るまでに至らなくても、様々な団体ができているので、市民にこ

ういった制度があることが平等に伝えられている方が良いと考える。 

 ・事務局 

  皆様からいただいたご意見を付帯意見として作成し、答申書として教育委員会に提出

する。 

   

（３）令和８年度社会教育関係予算の説明について 

 ・事務局 

  資料３を用いて、令和８年度社会教育関係予算について説明した。 

 ・議長 

  市民会館の更新工事は何年に１回行われているのか。 
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 ・事務局 

  マニラロープの更新工事については、令和２年に実施された保守点検において経年劣

化が診断されたことにより、実施する工事である。二酸化炭素消火器設備貯蔵容器の更

新工事については、開館から初めての工事になる。 

  

（４）その他 

 ・事務局 

 ２点事務連絡をした。 

① 令和８年度東大和市社会教育委員会議年間スケジュールについて 

 ・事務局 

  資料４を用いて、令和８年度東大和市社会教育委員会議年間スケジュールについて説

明した。 

 ・委員 

  ブロック研修会の幹事という話があったが、この日程で準備が間に合うか。 

 ・事務局 

  次回７月の会議で研修内容の案を示して、検討していきたい。そして、９月の会議で

研修内容を決定する流れで設定させていただいた。 

 ・議長 

  当日は、委員も午前中から参加する必要があるか。 

 ・事務局 

  会場設営等は、基本的には事務局で対応する予定である。 

 ・委員 

  市内の子どもたちが自分の地域を知ることをテーマに活動に取り組んでいるという話

を聞いた。そういった取組と連携できたら良いと考えた。 

 ・議長 

  次の会議までに皆さんも研修会の内容について考えておいていただきたい。 

 

② 第２回東大和市公共施設再配置計画策定懇談会資料について 

 ・事務局 

 資料５を用いて、第２回東大和市公共施設再配置計画策定懇談会資料について説明した。 

 別途メールをお送りさせていただくので、懇談会資料をベースとした再配置について、

ご意見を賜りたい。 

・議長 

  懇談会の委員として、５月下旬に他市に公共施設の視察に行く。その結果はまた報告

する。 

・委員 

   こういう会議に出ているメンバーは分かっていても、一般市民は学校の統合のことな

ど知らない人も多い。そういう情報は適宜市民に周知されているのか。 
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  ・議長 

   今まで携わってきたＰＴＡの方でも状況を知らなかった人がいた。現在学校にいるＰ

ＴＡの保護者など、７小・９小の一部の人にしか情報が流されていなかった。しっかり

全市民に周知して欲しい。 

  ・事務局 

   公民館窓口でも、来年度公民館がなくなるのかという問合せを何件か受けた。事務局

としては、今年度、社会教育委員会議の中で、委員の皆様に説明させていただきたく、

議題に上げさせていただいた。 

  ・委員 

   市民の声を組み上げきれていないと考える。少しでも関わった人が情報を知らないと

いう状況はおかしい。 

  ・委員 

   公共施設の利用者や市民は関心を持っている人が多い。そういった方たちに丁寧に説

明していくことが大切だと考える。 

  ・議長 

   今年は市民プールが利用できないことも残念である。子どもたちにとっては、オアシ

スになっていた。 

  ・委員 

   再配置計画については、職員と市民だけでなく、専門のコンサルティング会社の力を

活用した方が良い。また、施設の統合だけでなく、現状の施設を活用するプランも検討

した方が良いと考える。 

  ・議長 

   懇談会には、大学の教授や、都市づくりの専門家も参加している。様々な方の意見や

コンサルティングの方を交えて、組み立てている雰囲気であるが、あまりにも知らなか

った情報が多く、そこで質問が多数出ていた。 

  ・委員 

   間違った情報が広がるリスクもあるので、慎重に考えることが大切である。 

  ・委員 

   新しい施設を作る際に、市民の声、苦情に敏感になりすぎることも良くないと考える。

そういう計画を作成する際には、近隣住民の協力がないとスムーズに進まないので、事

前の説明などが大切だと考える。 

  ・議長 

   スケートボードなどのニュースポーツができる場所のことについて、計画で一切触れ

られていなかったので、懇談会の場で意見を出した。全てを禁止にするのではなく、周

りを気にしながらボール遊びをするなど、みんなでルール作りができる公園を作ってい

かなければならないと考える。ルールで縛ってばかりでは、想像力が欠如してしまう。

小さいころから、人のことを考えながら生きることを学べる場所が公園だと考える。 

  ・事務局 

   再配置計画については、改めて事務局から皆様にご連絡させていただく。 
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 ・副議長 

  本日は、補助金と予算の説明があった。最後は再配置計画の話があったが、自分自身

学校の統廃合に関わっており、一番混乱していたのは先生方だった。良い点としては、

今まであまり交流がなかった２校が密に関わるようになった。施設関係は、建築士の知

り合いから話を聞いても、物価高騰の影響で大変な状況だそう。そういった状況も加味

しながら、アイディアを出し合って進めていくしかないと考える。年間の会議の回数は

昨年度より減っているが、１１月１８日の第２ブロック研修会を目指して、またよろし

くお願いしたい。 

 

 ・議長 

  次回開催日は、令和８年７月１４日（火）午後３時からで、場所は中央図書館視聴覚

室である。 

以上 

 


